
4 － 3　2006年７月６目　茨城県南西部の地震(Mj4.0)一相似地震解析結果－

　　　　July 6, 2006 Earthquake at the southwestern lbaraki Pre秘cture(5/lj4.0)

　　　　－Result of Repeating Earthquake Analysis －

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防災科学技術研究所

National Research lnstitutefor Earth Science and Disaster Prevention

　2006年７月６目茨城県南西部の深さ50.4kmでMj4.0の地震が発生した.Hi-netによるメカニズ

ム解け北万一南東方向に圧縮軸を有する逆断層型に求められている(第１図)．震源位置とメカニズ

ム解からフィリピン海プレート上面付近のイペントと考えられる．そこでKimuraet a1.1)に従い暫定

的に相似地震解析を行ったところ相似地震であることが判明した．解析は既存の結果2)との比較の

み行った．

　第１図に関東地方中部から東部におけるフィリピン海プレート上面付近の相似地震のパッチの分

有(白丸)と今回のイベントが含まれる相似地震のグループの位置(星印)を示す.茨城県南西部に相似

地震の密東城が認められ，今回のイペントはその周辺で発生した．

　第２図に相似地震と判定されたイペントの波形鋼を示す．今回のイペントと，同一グループの前

回のイペントの上下動観測波形を震央距離順に並べて示した．ここに示した波形は1.0 －20.0Hzの

帯城通過フィルターを適用した結果である．観測点毎に求めた相互相関係数の最大値(CC)はいずれ

も0.97以上だった．

　第３図に今回のイベントを含む相似地震グループのすべり履歴を示す.すべり量の計算はNadeau

皿d Johnson3)による．得られたすべり履歴に最小２乗法により直線をフィットした結果平均すべり

速度は2.4c�yと推定された(第３図の実線)．グローバルなプレート運動モデルから推定されるプ

レート運動速度(OK-PH,2.7c�y)4)をあわせて示す(第３図の破線)．このグループでは過去25年間

に今回のイペント以前に相似地震が２回発生している．今回のイペントも含めイペントの規模はほ

ぼ同程度だが発生関隔にはばらつきが認められた.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(本村尚紀)
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第１図　フィリピン海プレート上面の相似地震の分布(○)，今回のイベン

　　　　　ト(☆)およびHi-netによるメカニズム解を示す．相似地震の分布

　　　　　は各ゲループの最新のイベントの震央位置を用いて示す.

　Fig.1　EPicentral distributionof rePeating earthquakes onthe PhiliPPine Sea

　　　　　Plate(oPen cirde)けhe earthquake at thesouthwestem lbaraki Pre応cture

　　　　　onJuly 6, 2006(oPen star),anditsfocal mechanism determined by Hi-net

　　　　　areshown.RePeating earthquakes aredenoted as symbols Plotted at the

　　　　　locationsofthelatestevents of each grouP.

1992/7/29 15:21:24.1 M3.9 1-20Hz
　　｜

一
　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ

細細

Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　一

匹

　　　　　　　　　　　　　　　　　一Ｓ

　Ｉ　Ｉ　Ｉ

一

－-

一

一

　　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ

→蝉 （＼
　　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ
一

一

　　　　　　_

一

一

　　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ

　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ

Ｐ　　　　　　　　　　Ｓ

　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ

１０ １５ 20
　　25　　30　　35

Time from origin time [s]

40 45 50

N.CHSH U

△=88.7km

　CC＝0.97

N.ENZH U

△=119.7km

　CC＝0.97

N.JIZH U
△=165.7km

　CC=0.98

４

２

０

－
9
　
1
1
４

寸
十
〇
″
×

21

OI

―寸
十
〇
１
ｘ

１

OI

　
Ｊ
。

寸
十
〇
″
×

2006/7/6 15:17:28.2 Mj4.0 1-20Hz
＿　｜

一

Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ

峠叫

Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　－

　　　　　　　　　　　　　　　　一
匹

　　　　　　　　　　　　　　　　一

Ｓ　　　　　　　　　　　　　　－

一

一

　Ｉ　Ｉ　Ｉ
一

一一

一

　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ

→蝉4 畔＼
　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ

一

　　　　　_

一

　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ

Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ

叫紬

Ｐ
Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ

I　I　I叫

１０ １５ 20 25 30　　35 40 45 50

第２図　相似地震と判定されたイベントの波形比較．観測点毎に上下動観測波形に1-20 Hz

　　　　の帯域通過フィルターを適用した結果および相互相関係数の最大値(CC)を示す.

　Fig.2　ComParison of waveforms of rePeating earthquakes. vertical comPonent of observed

　　　　waveform band-Pass-nltered with a Passband of 1.0 － 20.0 Hz and the largest cross

　　　　correlation coemcient (CC)are shown 拓r each station.
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第３図　今回のイベントと相似とされた相似地震グループのすべり履歴．個々のイベントの発震年月日

　　　　をあわせて示す．実線は得られたすべり履歴に最小２乗法によって直線をあてはめた結果を，

　　　　破線はSeno et al.4)より推定されるプレート運動速度をそれぞれ示す.

　Fig.3　Cumulative slipof the repeating earthquake group which includes the event on July 6，2006.0rigin time

　　　　of eachevent is shown, too.A solidline denotes the best nt line to the obtained cumulative slipby the

　　　　least squares n!ethod and a dashed line denotes the velocity of relativeplate motion calculatedbased on

　　　　Senoet al.4),respectively･
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